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♪Rotary Songs  4つのテスト 

 

あゲスト・ビジターあ 

ガバナー補佐 芹沢 豊 様（裾野RC） 

同事務局   小野 靖 様 

あ会 長 挨 拶あ    会 長  伊原 謙治 君 

ひと昔前の旅行者の富士宮市内の観光といえば、まず

富士宮浅間大社に参拝し、それから白糸の滝を散策し、

そのまま山梨県の富士五湖辺りの温泉旅館に宿泊してお

金を使う、いわゆる富士宮は山梨に向かう通過点だった

ように思います。 

今は時代が流れて、通過点だった朝霧高原を含む私が

住む北部地域はかなり様変わりし、色々な観光施設やお

店が出来て賑わっています。 

今回は、近場で夏の休日を楽しく過ごす北部地域の観

光場所を案内したいと思います。まず、観光レジャー施

設は、まかいの牧場、富士ミルクランド、もちやドライ

ブインがあります。特に、まかいの牧場は週末いつもお

客様がいっぱいで賑わっています。小さい子供さんやお

孫さんと一緒に行くのがおすすめです。動物と触れ合え

るのが 人気のようです。次にキャンプ好きの人には、ふ

もとっぱらがおすすめです。一人キャンパーの方も多く、

テントの横で、小さい椅子に腰かけてコーヒーを飲みな

がら富士山をボーと眺めている人をよく見かけます。意

外と都会人の心のオアシスの場所かもしれません。そと 

 

田貫湖のキャンプ場もあります。宿泊するなら富士休暇 

 

村のホテルもあります。湖畔一周 3.3kmの遊歩道をゆっ

くり歩くのも良いし、また、ヘラブナ釣りのメッカとし

て全国的にも有名で釣りも楽しめます。天気が良ければ

湖畔に逆さ富士、また、４月と８月にはダイヤモンド富

士も見ることが出来ます。ここは、一人で気軽に行ける

場所だと思います。花火好きの人ならば、毎年8月19日

に行われる白糸の文殊祭典はいかがですか。駿州白糸原

手筒花火保存会による手筒花火は圧巻です。市内、市外

から沢山の見物人が集まり大変な盛況です。あと、陸軍

少年戦車兵学校出身の 440 余名の御霊を祀ってある若獅

子の塔（上井出）も一見です。実際、太平洋戦争で使わ

れ銃撃されたままの陸軍戦車が展示されています。最後

に白糸自然公園も良いところです。夏はヒマワリが咲き

誇っています。ここから、富士山の山頂や駿河湾も一望

できます。 

以上ほんの一部ですが、この夏休みに遠くに出かけら

れない方または私のようにお金に余裕のない方にはおす

すめです。E-バイクのレンタルを利用して富士宮再発見

をしてみてはいかがでしょうか。近場でも十分楽しいと

思います。 

 

あ幹 事 報 告あ     幹 事    岡村 吉彦 君 

＊別紙幹事報告書参照 

●7／26 12:50 山宮ふじざくら球技場 富士宮西RC杯

サッカー大会閉会式 ご参加をお願いします 

●同日 12:30 地区会員増強セミナー あざれあ 会

長・幹事・会員増強委員長参加予定 
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伊原 謙治 会長 



 

あ出 席 報 告 a 

欠席者：※外木規之君、※堀水東志夫君、近藤憲司君、

近藤千佳君  

 

あ本日のお祝いあ  

会員誕生日 渡邉奈津実君 ７／１   

 

あス マ イ ルあ 

○伊原謙治君…芹沢豊G補佐、小野靖事務局様、本日のご指

導よろしくお願い申し上げます 

○岡村義彦君…  〃 

○貫名英舜君…  〃 

○大谷裕也君…  〃 

○若林眞治君…  〃 

○遠藤克彦君…  〃 阪本佳子新会員を歓迎して 

                                                                          

Aガバナー補佐期首訪問a 

 

静岡第2グループガバナー補佐 

 芹沢 豊 様（裾野RC） 

2025－26 ガバナー方針 

本年度静岡第２グループのガバナー補佐を務めます裾

野ロータリークラブ所属の芹澤豊です。本日は次の３

点について話させて頂きます。 

１． 本年度スタート直前の RI 会長エレクトの交代につ

いて 

２． 本年度の会長メッセージについて 

３． ガバナー補佐としての活動について 

会長エレクトの交代の件についてご説明します。６月

８日にマリオ・セザール・マルティンス・デ・カマルゴ

会長エレクト（ブラジル サンパウロのサントアンド

レ・ロータリークラブ会員）は、テファニー・アチック

会長に対して書面にて、辞任を表明され受理されました。

この訥言の辞任の連絡を受けた

2620 地区稲葉ガバナーエレクトは

６月１０日に関係各位に対応方法

を指示を出しました。その内容の

一つは２０２５～２６年度の会長

メッセージやその方向性に変更は

ないこと。いずれ新しい RI 会長が

専任されますが、次年度のクラブ

計画書にデ・カマルゴ氏の会長メ

ッセージが掲載されていてもよいということ。また、カ

バナー自身の次年度の挨拶原稿の変更もないというもの

です。６月１６日にガバナーエレクト事務所より、新し

い RI 会長エレクトとしてフランチェスコ・アレッツオ

氏（イタリア、ラグーザ・ロータリークラブ所属、矯正

歯科医）が選任されたと連絡がありました。アレッツオ

氏は２年前に会長エレクト候補として検討された方です。 

 次に会長メッセージについてご説明いたします。本年

度の会長メッセージは“UNITE ＦＯＲ ＧＯＯＤ”

（よいことのために手を取りあおう）です。２月に開催

された米国オーランドでの国際協議会で会長メッセージ

として承認されています。 

国際協議会でこのメッセージを受けた稲葉ガバナー

（エレクト）はその後の 2620 地区の会議等で４つの重

要事項を我々に伝授してきました。最優先事項はロータ

リーの最大の財産である「会員の増強」です。併せて会

員増強・活性化に不可欠な要素として「革新」「継続性」

「パートナーシップ」の三点を掲げています。尚、伊東

で開催された「ＰＥＬＳ」でこのメッセージは理事会が

決めた普遍的な内容という説明を受けました。「革新」

の例としてブラジルでの高齢者のロータリーへの参加や

サテライトクラブの設立が会員増強に繋がったとしてい

ます。「継続性」は単年度ではなくその事業の複数年度

継続を意図して３Ｙｅａｒ Ｒｏｌｌｉｎｇ Ｇｏａｌ

ｓという方法でやってみようと言うことです。「パート

ナーシップ」については、ポリオ撲滅活動の歴史（ゲイ

ツ財団・WHO・ＵＮＩＣＥＦ）を活かして会員増強に

つなげようということです。 

そして「よいことのために手を取りあおう」は、ロータ

リーを取り巻く仲間（家族・親族・友人・知人等）や他

集団と今まで以上に連携を取ってともに奉仕活動を展開

すれば世界は変わるでしょう。稲葉ガバナーの掲げる

「親睦からの笑顔で奉仕」「ロータリアンからはじめま

しょう」を合い言葉に進めたいと思います。 

 ３番目、ガバナー補佐としての活動についてご説明し

 会員数 計 算 会

員数 

出席 欠席 M U 比率 

今 週 19 15 12 １ 0 88.2％ 



 

ます。昨年３月の伊東での「第１回ガバナー補佐会議」

をスタートに「次期地区ミーティング」「ＰＥＬＳ」な

どオンラインでのセミナーや会合に参加して来ました。

ガバナー補佐の実務としては、「クラブ訪問」「会長幹事

会の招集」「ＩМの開催」の３点と考えています。クラ

ブ訪問は７月からスタートして各クラブを訪問いたしま

す。会長幹事会は、年間５回を計画し、前期中に 3 回開

催しました。第２グループの合同奉仕事業を議題の中心

として、討議の結果、昨年に引き続き「地域により添う

食料支援」を１０月第４週中心に実施いたします。第４

回は９月５日（金）に沼津で開催します。そしてＩМで

すが来年２月１４日（土）御殿場高原ホテルにて開催い

たします。たくさんのご参加をお待ちしております。 

最後に地区行事として、地区大会が１２月６日（土）

７日（日）に伊東市・伊豆市で、来年６月１３～１７日

には台湾・台北市で台北国際大会が開かれます。 

さて、各クラブ輪番で出てもらっている静岡第 2 グル

ープのカバナー補佐は、翌々年（2,027－28 年度）に富

士宮西ロータリークラブから出すことが決まっています。

カバナー補佐を出しますと自動的に IM の開催も企画し

なければなりません。2,620 地区としては出来るだけ早

くにカバナー候補ノミニーを決定していただき、また、

IM についての日程などの概略を決めていただくことを

求めます。 以上  

 

小委員長の年度方針／要略 
 

１ 奉仕プロジェクト委員会 片岡博昌君 

奉仕 P はクラブ奉仕、職業奉仕、国際奉仕、社会奉仕

の４つのよって構成されています。クラブ奉仕は普段の

例会では受付、スマイル受付、出欠、会報、装備品の出

し入れなどを行い、例会の開催をサポートします。 

職業奉仕は我々一人ひとりの職業倫理に属するもので

す。例会に出席し、会長の挨拶やメンバーの発言からヒ

ントを得て自己陶冶するものです。また、月末の例会の

ロータリーソングで「四つのテスト」を斉唱しますが、

これは一ヶ月間職業を通じて奉仕の活動をすることが出

来たかどうかを自ら振り返るものです。また、今年の私

の気持ちとして、掛川の「大日本報徳社」について研究

し、出来ればみんなで現地に訪問して研修ができるとい

いと思っています。 

地域への社会奉仕はミツバツツジ植樹メンテナンスの

事業、PTA 贈呈本事業、そして、社会奉仕カテゴリーの

内の青少年奉仕として少年サッカー大会を援助していま

す。ガバナー補佐のご指導にもあった通り、これらの事

業の複数年度継続を意図して３Ｙｅａｒ Ｒｏｌｌｉｎ

ｇ Ｇｏａｌｓ計画に策定し直しをしたいと思いますの

で、研修委員会がプラットホームになって検討してくだ

さい。また、静岡第Gの独自奉仕事業として「お米をプ

レゼントする」という企画を今年も行う予定であると聞

きました。これらの事業を社会に広報しつつ進めたいと

思っております。 

最後に国際奉仕ですが現状R財団を通じての国際協力、

平和の構築、貧困格差の軽減、などの諸事業への基金を

提供するロータリー財団寄付、中でもポリオプラス事業

への積極的な協賛が主たる事業です。これはR財団が中

心となって行っていただくことになります。 

なお、今年は当会がカウンセラーを務めた元米山奨学

生陽悦さんを招いて久しぶりの交歓をする企画を立てて

います。また、もう一つ、富士宮市の国際交流（「国際

姉妹都市協会」など）の活動にコミットしたいと考えて

います。 

 

２ 研修委員会     大谷裕也君 

ロータリーの会員研修はIT化され、ロータリー学習

センターにアクセスして必要な知識やスキルを習得する

システムになっています。このWeb上のロータリー学習

センターの活用を推進する役割を果たすことが当委員会

の役割であると考えます。広報IT委員会と連動してこの

研修システムを使うことを推し進めて行きたいと思いま

す。また、ロータリーは以前よりファシリテーター・シ

ステムを採用してクラブ協議会などの会議、またクラブ

としての意志決定をすることが求められています。私も

このラーニングファシリテーター・システムについて充

分な知識やスキルがないため、基本から理解するために、

2620地区から専門委員を招聘して講義してもらうことを

企画したい。また、3-year Rolling  Target / Planについて

の企画、検討、決定は当委員会がプラットホームとなる

ことが求められているのでその役割を果たしたいと思い

ます。 

 

３ 米山委員会・R財団  遠藤壽男君 

この二つの委員会は米山委員会においては米山奨学生に

授与する奨学金の寄付に関して会員の理解を得て積極的

な寄付をしていただくようにすることが目的です。また、

R財団については. ・ポリオプラス寄付目標 1人 30ドル

以上. ・ロータリー財団寄付目標1人150ドル以上を達成

すべく会員の理解を進めたいと思っています。ロータリ



 

ー財団一般寄付については、当クラブの予算外の個人の

任意寄付になっていますが、米山奨学会への寄付金はク

ラブの予算内から出ているという事情があります。しか

し、先々週会計の方から予算逼迫の状況が発表されまし

ので、昨年度10,000円（4,000円＋6,000円） の実績と同

じ金額を出せるかどうかよく検討しなければならないと

考えています。米山奨学金制度は日本のロータリーが世

界に誇るべき事業であり、米山梅吉翁から今に生きる

我々ロータリアンに託された事業ですので、出来るだけ

他のクラブと同額の寄付に持って行きたいと考えていま

す。 

 

４ 会報委員会      加藤康雄君 

会報は毎週例会があるごとに、それを記録し次の例会に

おいて会報として発行配布することが決められている。

今年もそれに随い、月ごとの編集担当を決めて発行する。

つきましては、できるだけ発表原稿をデータにして会報

委員会にお届け願いたい。 

 

富士宮西ロータリークラブカップサッカー大会 閉会式 

7月26日12時50分～山宮競技場にて催行 

出席会員：大谷裕也君、後藤憲治君、加藤康雄君、若林

眞治君、石田道彦君、渡邉奈津実さん、坂本佳子さん、

稲原事務局 

 

賞状カップ・賞状の授与 

 

              会員からメダルの授与 

会長代理 講評  大谷副会長 

6年から2年まで各々の優勝、準優勝、3位まで 

メダルを授与し、健闘をたたえた 

 


